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 P(B|A)を前文に単語 Aが来るとき後文に単語 Bが来る確
率(生起確率)，P(B)を単語 Bの出現率とする．この時の単
語間の自己相互情報量(PMI)は以下の式で求められる． 
PMI = log(𝑃(𝐵|𝐴)) − log(𝑃(𝐵)) 
 前文の特定単語と後文の単語それぞれに対する PMI を
全て求めこれらを平均する．これを特定単語と後文との関































 実験結果を以下の表にまとめる．なお 2009 年度の記事
をテストデータとしたものは参考値として記載する． 














表 1 関係強度の平均 
テストデータ 2008年度 2009年度 
全記事データ組 0.2270 0.3735 
接続詞で繋がる組 0.2205 0.3458 
無関係データ組 -0.0346 -0.0400 
 
表 2 閾値 0.0459以上となる割合 
テストデータ 2008年度 2009年度 
全記事データ組 0.791 0.900 
接続詞で繋がる組 0.840 0.932 









表 2 より，文のつながりの判定において閾値 0.0459 以
上となるものを採用すると，誤識別率は全記事データ組で







じ 2009 年の時点で約 30%の誤識別率が存在する為，これ
以上の精度の向上には関係強度測定の式の改善や生起デ
ータの絞り込みが必要であり，今後の課題となる． 
